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令和７年度第１回岐阜県高齢者安心計画作成・推進会議 議事要旨 

 

令和８年２月２日（月） 
14：30～16:00 

19階会議室 

 

健康福祉部長 

 

 

高齢福祉課長 

 

構成員 

 

 

 

 

構成員 

 

 

 

 

会長 

 

構成員 

 

 

 

 

 

高齢福祉課長 

 

 

 

 

会長 

 

構成員 

 

 

 

 

 

 

・あいさつ 

 

議題 第９期岐阜県高齢者安心計画について 

・資料説明 

 

・８ページの介護人材の確保はどこの事業所も厳しい。外国人介護人材に頼

らざるをえない状況である。老施協の会員でも外国人を採用しているところ

があらかたになっており、人材のマッチングよりも外国人を受け入れてから

の支援について具体的に方向性を出していただけるとありがたい。 

 

・県内の外国人介護人材が増加しているが、グループホームは少人数で行って

いるので、外国人を採用できない。 

・売り上げ規模が１億円に満たない事業所が大半で、外国人採用に関しての初

期費用や監理団体への支払いが大きな負担になっているため、何らかの支援を

いただけるとありがたい。 

 

・経費は小規模事業所ほど影響を受けやすい。 

 

・認知症対策基本法ができてしばらく経つが、実際の取組などを聞きたい。 

・家族の会は、ここ２年くらいで家族支援プログラムを展開している。医師

会等の方に講師をお願いしているが、参加者の変化を感じる。今年は岐阜市

民病院で実施し、来年度は西濃地区で開催を予定しており、５圏域に広げて

いきたいと思っている。 

 

・チームオレンジの全市町村における設置や認知症カフェへの開催支援等を

実施している。また、先月認知症の方に講演会をしていただいたが、認知症

の方の気持ちやできることを県民に理解していただく必要があると思ってい

るので、そういった取組もあわせて進めている。 

 

よく連携して推進していただきたい。 

 

・県消防課が DNAR（心肺停止になった時に心肺蘇生を行わないという意思表

示）を作成していると思うので、ご活用いただきたい。 

・DWATとして本来の業務を休んで被災地に行くが、交通費の支援や宿泊先の

確保などを平時から考えていただきたい。 

・認知症患者の意思決定支援について普及啓発をいただけるとありがたい。 
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構成員 

 

 

 

構成員 
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構成員 

 

 

 

 

高齢福祉課 

 

 

 

・認知症看護認定看護師という資格をもった看護職がいる。また、県民の方

に認知症の方の特性やどのように関わったらいいかを知っていただく機会を

作っている。 

 

・認知症の方への歯科治療は特性もあり難しい部分もあるが、会員と一緒に

勉強している。 

・２１ページ、歯科医師認知症対応力向上研修の修了者数が少ないので、取

組を考えなければいけないと考えている。 

 

・老老介護、生活困窮、認知症複合事例が増加している。初動介入を誤ると

支援拒否に発展し、継続支援が極めて難しい。 

・認知症に関するイベントだけではなく、若年性認知症の就労支援にも着目

しなければ住みやすい地域にはならないのではないか。 

 

・連携体制は昔に比べてとれてきている。 

・介護や医療が必要になった際には専門職の連携がとれるが、ケアマネが身

寄りのない方の全てを対応することは難しい。身寄りのない方が安心して暮

らせる地域基盤、地域福祉が強化されないといけない。また多様な福祉的連

携がないと支えられないかもしれない。 

 

・個人が ACP（アドバンス・ケア・プランニング）、ALP（アドバンス・ライ

フ・プランニング）を考えていかなければならない。 

 

・認知症の当事者の方にこの会議に参加していただくのがいいのではない

か。 

・認知症の方の就労支援については、全国的に先進事例があるので、取入れ

てみてはいかがか。 

 

・コロナ後、地域ネットワークが弱体化しており、地域の中のサロンも思う

ように活動できていない。 

・初期対応のまずさで支援拒否となってしまうことがある。専門職の団体と

して、いかに対応できるかが大切。 

 

・資料２２ページの２６、住宅改修点検実施保険者数の項目が３６保険者か

ら３５保険者に減っているが理由を教えてほしい。 

・ケアプランデータ連携システムは構築費用が現場負担になっているが、ICT

機器導入補助金で導入できるのか。 

 

・住宅改修点検については毎年各市町村に調査しているもので、点検できる

人材の異動により実施できなかった、対象となる案件がなく実施していない

などの理由により数が変動している。 

 



- 3 - 

高齢福祉課 

 

 

高齢福祉課長 

 

 

 

 

構成員 

 

 

構成員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ケアプランデータ連携システムは現在一年間の無料プランが提供されてお

り、持ち出しなしに活用ができるようになっている。 

 

その他 第 10 期岐阜県高齢者安心計画について 

令和７年度県補正予算の状況 

令和８年度介護報酬改定の概要 

・資料説明 

 

・食費の支援や人件費の支援などまだ足りないと感じる。介護に対して手厚

くしていただけるような状況を作っていかないといけない。 

 

・物価高騰への支援はありがたいが、定員で補助金額をわけていただいたほ

うが不公平感がないと思う。 

・外国人が岐阜県に就職したくなるような政策をお願いしたい。 

 

閉会 

 

 

 

 


